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私は QMXファームウェアに多くの時間を費やしました。行き過ぎではなく、リリースをや

りたいと決めました。実際、あなたにはあまり多くのことが起こったようには見えないか

もしれません。しかし、実際には、この前進は私にとって重要であり、開発パスにおいて

非常に重要です。 

 

当初、QMXファームウェアは QDXソースコードのボッジであり、QCXソースコードは同

じデバイスに大まかにまとめられていました。2つのシステムが互いに争うことがあり、古

い QCXメニューの一部のメニュー項目が QMXに関連しなくなったり、QDXの一部の項

目が QMXに関連しなくなったりしました。私の最初の目標は達成されました。スタンドア

ロンのCWリグ(マルチバンドQCXなど)またはスタンドアロンのデジタルリグ(QDXなど)

として操作できるのに十分な機能的なファームウェアを備えた強力なハードウェアプラッ

トフォームを立ち上げ、今後すべてのものが追加される大きな可能性があります。しかし、

前進できるようにするために、操作マニュアルを書くことができるようにするために、私

はこれら 2 つのサブシステムを首尾一貫した全体に統合するために多くの仕事をしなけれ

ばなりませんでした。これの重要性を理解いただければ幸いです-適切な統合により、残り

の壊れた機能を修正し、もちろん新しい機能を追加するというより重要なことを進めるこ

とができます。 

 

添付を参照してください、これは新しいターミナルメニューがどのように見えるかです。

メインメニューはいくつかのカテゴリで構成されており、カテゴリに移動して再び出てく

ることができます。メニューシステムはネストされています。QMXは、QDXや QCXより

もはるかに多くの構成パラメータを持つことになるので、それらをよく整理し、見つけや

すいように分類することが重要です。「構成」カテゴリには構成と関係があり、「ハードウ

ェアテスト」カテゴリにはハードウェア(RFスイープ、AFスイープ、画像スイープ、送信

機テストなど)と関係があり、「PC と CAT」には PCインターフェイスのものと、「システ

ム」にはファームウェアのアップグレードなどのシステムがあります。 

 

コードでは、メニュー構造全体が非常にきれいに構築されているため、メニュー項目の追

加と再配置が非常に簡単になります。メニュー項目は、EEPROM内の不揮発性保存場所が

関連付けられた実際の設定パラメータ(複数の可能なデータタイプ)、サブメニュー、または



RFスイープ、AFスイープ、TXテストなどの QDXの世界のものを意味する「アプリケー

ション」画面のいずれかです。 

 

これは、リソースロックをロックするマルチログインシステムです。端末には、USB 端末

エミュレータのログイン、3 つの USART シリアルポートのいずれかからの接続、CAT 接

続、および実際の QMX フロントパネル自体のノブとボタンを意味する "UI" 接続 (ユー

ザー インターフェイス) など、いくつかの種類があります。メニューシステムは、提供し

ている接続のタイプに適応します。したがって、(WSJT-Xからの)CAT接続の場合は、CAT

コマンドのみを処理します。ターミナルエミュレータ/シリアルポート接続は、完全なメニ

ュー画面を取得します(添付を参照)。UI 接続(ノブとボタン)は、QCX と同様のルックアン

ドフィールで、小さな画面と限られたコントロールに適合した「構成」カテゴリのビュー

を取得します。 

 

したがって、ターミナルログインまたはノブとボタンの両方のメニューシステム全体が一

貫しており、同じように動作し(異なるプレゼンテーションのフルスクリーンと LCD /ノブ/

ボタンの適応を考慮に入れて)、すべてコード内の同じ場所から駆動されます。統合！端末

エミュレーターは効率的 (応答性) であり、QMX 自体でアクセスするとメニュー・システ

ムも効率的です。また、QDX および QCX に属しているが、QMX には対応する関連性が

ない無意味なコンフィギュレーション パラメーターと関数もすべて削除しました。 

 

コード構造が非常にクリーンになり、より迅速に前進し、残りの問題を修正し、すべての

新機能の夢を実装し始めることができるため、これが私にとってどれほどエキサイティン

グであるかを誇張することはできません。 

 

私が行った他の 2つのこと、機能的に重要なことは次のとおりです。 

 

1)CWデコーダを修正しました-QCXと同様に、受信時、送信時(入力しているものをデコー

ド)、および編集時(メッセージメモリエントリを便利にキー入力できます)で個別に有効/無

効にできます。 

 

2)バンド構成画面から Tx / RxParam 1/2を削除し、変更する必要がある理由がないため、

それぞれ 0と 1にハードコードしました。 

 

だから私に知らせてください-コメントはありますか? 

 

73 ハンス G0UPL 



 

 

http://qrp-labs.com 

 

 

 

 

http://qrp-labs.com/


ハンス・サマーズ 

7月 20日   #105443  

皆さん、こんにちは 

 

私 は そ れ を 修 正 し ま し た 、 バ ー ジ ョ ン 1_00_005 を 参 照 し て く だ さ い 
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20つの小さなタイプミス:-/それを修正した後、FT8モードでWSJT-Xを使用して 8mでテ

ストし、最初の CQで SP<>NFOを使用して QSOをテストします。 

 

ダン。。。あなたが言及した他のことを再現することはできませんでしたが、少なくともい

くつかは主な問題の副作用であった可能性があると思います。 

  

* 受信機が送信しているよりも 004.1kHz 低いリスニングであるため、CW は-5 ではまだ

使用できません。CW-R は今私が気づいたことを何もしていません:送信周波数と受信周波

数の両方が変化せず(固定 1.5 kHzオフセットを除いて)、側波帯は変化しません。すべての

バンド。 

 

これを再現できませんでした。周波数カウンタで測定された 60,7,003にある-513dBmキャ

リブレーション信号ソースがあります。7.0035にチューニングすると聞こえます。大声で。

次に、周波数カウンターを取り付けた状態でダミー負荷にキー(ストレートキーモード)を入

れます-それも 7,0035を測定しました... 

 

無線が CWモードの場合にのみ CWを使用できることに注意してください。また、ラジオ

がデジモードの場合にのみ Digiを使用してください。そして、はい、限られた画面領域の

一部を使用して、オペレーターがどの変調モードにいるかをオペレーターに示すための最

も優れた、最も邪魔にならない方法を考える必要があります。 

  

* 受信 BPF はチューニングを切り替えるまで新しく選択したバンドに切り替わりません

が、LPF フィルターはシフトを認識しているようです (ありがとう! 

 

これも再現できませんでした。実際、コードをもう一度調べてみると、LPF を設定するが

BPF を設定するようなことがどのように可能であるかさえわかりませんでした。どちらも

コード内の同じ場所、同じ関数にセットアップされます。だから。。。確かですか。 

  

* 40m から開始した場合、フィルタースイープ後にバンドを変更しようとすると、まだロ



ックされているようですが、30mから開始すればすべて問題なく作業できます。 

 

今、これはかなり可能です-フィルタースイープがスイープの最後にラジオを正しい状態(前

の状態)に戻すことを確認する必要があります。おそらく何かが少しずれています、ここで。 
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